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2024 年　活動報告書
氏名：瀬川晃

役職：准教授、研究委員会、広報委員会、入試実施委員会
プロジェクト：運動体設計
担当授業：メディア表現基礎 2（理解）、メディア表現特論Ｅ（設計）、制作基礎、制作
演習 A（設計）

活動の概要
研究活動では、プロジェクト（運動体設計）において、グラフィックワークの実践し、関
連作品・文献の参照やプロセスの公開、リサーチ、そしてプロジェクトの運営に携わった。
教育面では担当学生の研究指導を行った。制作演習 A では非常勤講師と共に演習およ
び講評会を行った。学外活動では、書籍の装幀、展覧会のグラフィック、サインの改修、
審査員を行った。

学内で携わった共同活動
運動体設計（プロジェクト）
スイトピア連携展示「うごキズム」、エッジ・ツーリング、共同身体性など、さまざまなテ
ーマで実践を行い、議論を進めた。グラフィックデザインと関連する事象や実践について
実例や参照例を交えて考察した。
https://criticalcycling.com/

うごく・うごかす・うごきをみる
スイトピア×イアマス連携展示「うごキズム」 ―法務省人権啓発キャッチコピー―「誰か」のこと じゃない。

2024年9月28日㊏―11月4日㊊㊡ 　

※会期中、工事のため、随時収容可能台数に制限が生じます。
　10月1日より2時間まで無料。

動きは、私たちが世界に生き、自分自身を見つけるために不
可欠な働きです。
生まれた瞬間から、私たちは自分の動きを通じて、自分がこの
世界の一部であることを実感してきました。過去の人 も々、動き
を観察することで、世界の理解を深めてきました。さらに、動
きを通じて、私たちは言葉を持たない生き物や無生物ともコミュ
ニケーションをとることができます。
「うごキズム」は動きをテーマに、私たちの身体、世界との関
わり、そして心のつながりを探る体験型の展覧会です。動く。
動かす。動きを見る。様 な々関わり方で動きの世界を探求しま
しょう。

IAMAS：運動体設計（教員・学生によるプロジェクト）
主催：公益財団法人　大垣市文化事業団（大垣市指定管理事業）

　　　情報科学芸術大学院大学 [IAMAS] 

うごく・うごかす・うごきをみる
スイトピア×イアマス連携展示「うごキズム」

スマホスタジオ｜うごキスト｜かんしょうこう

@ogaki_bunka

開場時間：9時―17時（入場は16時30分まで）

休館日：毎週火曜日、10月16日（水）

会場：大垣市スイトピアセンター　アートギャラリー（学習館1階）

観覧無料

2024年9月28日㊏―11月4日㊊㊡

　

うごキスト 

スマホスタジオ 

かんしょうこう 

※会期中、工事のため、随時収容可能台数に制限が生じます。
　10月1日より2時間まで無料。

うごキスト 

小さなディスプレイが並んで、壁一面

が大きなスクリーンに変わります。あな

たがその前に立つと、どんなふうに映る

でしょうか？ 

24台のカメラがあなたを映し、24台の

ディスプレイがリアルタイムでその映像

を映し出します。この仕組みから生まれ

る思いがけない映像は、あなたに新し

い体験をもたらします。

• 赤松 正行

• 榊原 礼彩

• 芹澤 碧

• 中村 駿

スマホスタジオ 

スマートフォンは、今では私たちにとっ

てもう一つの「目」とも言える存在です。

動画モードにしたスマートフォンを台

車に載せ、コースを走らせると、スマー

トフォンが私たちに代わって映像を作

り出します。

自分の目で見た様子と、スマートフォ

ンが記録した映像は、どのように異

なって感じられるでしょうか。

• 桑久保 亮太

• 榊原 礼彩

• 芹澤 碧

• 中村 駿

かんしょうこう 

ガラスケースのある展示室に設置され

たこの作品では、光と影が作り出す縞

模様の重なりによって物の形が浮かび

上がります。この縞模様で、物の形はど

のように見えるのでしょうか？  

この体験を通じて、私たちが世界をどん

なふうに認識しているのかを考えること

ができます。

• 瀬川 晃

• 中村 駿

うごく・うごかす・うごきをみる
スイトピア×イアマス連携展示「うごキズム」

2024年9月28日㊏―11月4日㊊㊡
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情報科学芸術大学院大学紀要　第 15 巻・2023 年 　
表紙デザインを担当。三輪眞弘教授退任記念特集として「またりさま」をモチーフに、フ
ォトグラメトリ手法を用いた 360 度のレイアウトを試みた。

発行：2024 年 3 月
 

池田町有線放送電話プロジェクト《池田町有線放送アーカイブ》
音声、映像、紙媒体のアーカイブを再編集して会場内３部屋の展示を行った。

「清流の国ぎふ」文化祭 2024
DX 時代のメディア表現──新しい日常から芸術を思考する
会期：2024 年 11 月 1 日（金）〜 7 日（木）
会場：オンライン、ワークショップ 24［大垣］
主催：主催：情報科学芸術大学院大学［IAMAS］
研究会メンバー：金山智子（代表）、瀬川晃、前林明次、山田晃嗣

　

　

学外での個人活動
書籍『あわ居－〈異〉と出遭う場所－』岩瀬崇著（あわ居）
書家・詩人の岩瀬氏の書籍『あわ居－〈異〉と出遭う場所－』の装幀を担当した。表紙（グ
レー）とカバー（カラー）とタイトル（エンボスステッカーと箔押し加工）の 3 層構造とな
る構成。

A5 /ソフトカバー（ブックケース付き）/ 初版 1000 部
制作：2024 年 6 〜 11 月
2024 年 12 月 1 日刊行 /364 ページ / あわ居発行
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せきがはら人間村生活美術館企画展Homage to MINORU NIIZUMA
新妻実（彫刻家）のコレクション展のための告知フライヤーと展示マップのデザインを担
当した。石彫の材質や形状とタイポグラフィーを連動させてモノトーンと光と影の対比を強
調した。

主催：せきがはら人間村生活美術館
制作：2024 年 3 〜 6 月
会期：2024 年 3 月 1 日（土）〜 12 月 21 日（土）
会場：せきがはら人間村生活美術館

ゲストハウス

未来食堂

生活美術館
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題名 サイズ（cm) 素材

1 眼の城 Castle of the eye 90×95×376 ポルトガル産大理石

2 火山 Volcano 21×21×124 ポルトガル産黒御影石

3 夏の火山 Volcano in summer 32×40×81 南アフリカベルファースト産黒御影石

4 要塞Ⅲ FortressⅢ 43×89×51 ポルトガル産黒御影石

5 虹 Rainbow 27.5×27×122.5 イタリア産グレー大理石

6 巣 Nest 23×37.5×41.5 イタリア産大理石

7 花の石 Stone fl ower 25.5×24.5×58.4 イタリアカララ産大理石

8 アラベスク Arabesque 30×32×49.5 ポルトガル産大理石

9 眼の城 Castle of the eye 18×46.3×46.7 ポルトガル産大理石

10 無題 Untitled 26×36×78 ポルトガル産大理石、金箔

11 無題 Untitled 63×72×154 インド産黒御影石

12 無題 Untitled 85×75×155 インド産黒御影石

13 無題 Untitled 39×42×59 ポルトガル産大理石、金箔

14 無題 Untitled 50×47×129 インド産黒御影石

15 地平線 Horizon 33×34×41 インド産黒御影石

16 城塞 Fortress 64×74×91 インド産赤御影石

17 雪のキリマンジャロ Snow of kilimanjaro 34×33×46 イタリア産大理石

18 無題 Untitled 23×24×43 インド産赤御影石

19 無題 Untitled 31×37×69 イラン産赤トラバーチン

20 無題 Untitled 33×53×32 イラン産ゴハレベージュ

21 無題 Untitled 30×31×73 南アフリカベルファースト産黒御影石

22 無題 Untitled 37×56×29 イラン産イエローオニキス

23 オベリスク Obelisk 23×23×76.5 南アフリカベルファースト産黒御影石

24 ピラミッド Pyramid 38×50×53 南アフリカベルファースト産黒御影石

MINORU NIIZUMA 
List of Works：新妻実 作品リスト

Google マップ

  

動物の哲学
ドリアン助川 ( 作家 )、仲野麻紀 ( サックス奏者 ) による、言葉と音楽が交差する朗読コ
ンサートのためのフライヤーデザインを担当した。ゲストトークのテーマを印刷の特徴を活
かして、黒紙＋金＋白インクのみで再現した。

主催：縁舎 ENSHA
制作：2024 年 9 月
会期：2024 年 10 月 5 日（土）
会場：岐阜県揖斐郡揖斐川町谷汲長瀬 1550
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サイン改修：ソフトピア地区　　
指定管理者との協議しながら、ソフトピア・センタービル入口：総合案内への誘導のた
めのフロアマップの改修を試みた。

制作；2024 年 5 〜 7 月

　

社会活動
たるい相川こいのぼりデザインコンテスト：審査員長
垂井町観光協会が相川こいのぼり一斉遊泳で使用するこいのぼりのデザインの応募作品
を選考した。

主催：垂井観光協会
講演：2024 年 11 月　


